
組織の使命・役割 何のために我が組織が存在するのか、我が組織が果たすべき使命・役割は何か

組織の目標 使命・役割を果たす上で、我が組織が目指すゴール（成果）は何か、その目標値はどのような水準か
（定性的目標） 何をどのような状態にしたいか

（定量的目標） 具体的な指標、目標値を設定する

左記の具体的な内容を記載する

④　第６６回全国植樹祭石川県実行委員会の開催 実行委員会総会、幹事会の開催

①　第６６回全国植樹祭の開催 第６６回全国植樹祭実施計画に基づき、式典行事、植樹行事、おもてなし広場での展示、招待者の宿泊・輸送等を実施する。
(1)開催日 ： 平成27年5月17日(日)
(2)会　場  ： （式典会場・植樹会場）木場潟公園
　　　　　　　　（植樹会場）憩いの森
　　　　　　　　（荒天会場）こまつドーム
　　　　　　　　（サテライト会場）のと里山空港、しいのき迎賓館、小松市市民公園

③　記念事業・広報等の実施 (1)第44回全国林業後継者大会の開催（平成27年5月16日(土））
(2)大会終了後も開催理念を広げるための事業として林業サミット、被災地支援事業を実施
(3)記念誌（記録ＤＶＤ）の制作、 「いしかわ植樹祭だより」の発行

10,000

②　会場の整備等 (1)式典会場等の整備（お野立所修景、芝生復旧工、飾花プランター、木製ベンチ配置等）
(2)大会終了後、お手植木・お手播種子の管理、招待者植樹木保育工、御製碑の製作等を実施する。
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室長

第６６回全国植樹祭基本計画（Ｈ２５年度策定）

組織の目標設定シート（行政経営Ａシート）

目標値 年(度) 目標値の設定根拠（他県との比較など）

↓

組織 全国植樹祭推進室

山王　竹夫

第66回全国植樹祭では、「森林資源の積極的な利活用」を開催理念として、
　①健全な森林の育成　　②活力ある里山里海の再生　　③木と共に生きる伝統的な生活文化の継承と発展
をアピールする機会とするとともに、様々な本県の魅力を全国に情報発信し、交流人口の拡大につなげる契機とする。

全国植樹祭は、天皇皇后両陛下ご臨席のもと、毎年春季に開催される国土緑化運動の中心的行事である。
平成27年5月17日に本県で開催される第66回全国植樹祭では、「森林資源の利活用の促進」を基本理念に掲げ、森林資源の利用拡大の重要性を全国に発信し、北陸新幹線金沢開業直後に開
催される大会として、本県の魅力を全国へ発信できる大会となるよう開催準備に万全を期する。

27年度に重点的に取り組むべき課題

↓

目標とする成果指標 現行値 年(度)

①式典行事参加者数


